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様式４ 

令和２年度（第７回） 

富士見市総合計画審議会 

議事録 

日  時 令和２年６月１０日（水） 
開会 午後７時００分 
閉会 午後８時４０分 

場  所 富士見市役所２階 全員協議会室 

出 席 者 

委 員 

今井会長 
三上副会

長 
小寺委員 小林委員 寺田委員 

○ ○ ○ × ○ 

中委員 仲田委員 山本委員 横山委員 吉原委員 

〇 ○ 〇 ○ × 

渡辺委員     

〇     

事務局 
総合政策部 水口部長 
政策企画課 濱島課長、斎藤副課長、甲佐主査、鈴木主任 

公 開 ・ 
非 公 開 

公開（傍聴者 0 名） 

議 題 

 

１ 開 会 

 

２ あいさつ 

 

３ 副会長の互選 

 

４ 審議事項 

①基本計画骨子（ロジックモデル）について 

 ②人口ビジョンについて 

 ③理想の“未来”の合言葉の投票について 

   

５ その他 

 

６ 閉 会 
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議 事 内 容 

１ 開会    政策企画課長 

 

２ あいさつ  会長 

 

３ 副会長の互選 

 

会長：副会長の互選を行いたいと思います。三上委員が適任かと考えておりますが、

皆様いかがでしょうか？  

委員：〈拍手により同意〉 

会長：それでは、ご賛同をいただきましたので、富士見市総合計画審議会の副会長

は三上委員に決定しました。 

 では、三上副会長ごあいさつをお願いいたします。 

  あいさつ  副会長 

 

４ 審議事項 

会長：それでは、次第にのっとりまして、議事を進めてまいります。 

 では、次第の４審議事項「①基本計画骨子（ロジックモデル）について」、事務局

より説明をお願いします。 

 

事務局：（説明。約４０分） 

 

会長：ご意見やご質問等ある方はお願いいたします。 

委員：新型コロナウィルス感染症の拡大に伴い、新しい生活様式などを含め、新し

い取組が求められている。この計画が策定される頃にはアフターコロナとなって

いる。その際の状況に当てはめられることを想定して精査していくことが必要で

あると思う。 

委員：分野「危機管理」の防災リーダーとはどこにいるのか。 

委員：町会ごとにいる。毎年講義を受けて増えている状況である。目標値である  

１６５名だと５５町会あるので、町会に３名ずつくらいと考える。 

会長：分野「危機管理」の自助による災害対応体制の推進のＫＰＩは、現在が３日

分以上の災害用備蓄をしている人が２２．２％しかおらず、それを５０％に引き

上げたいということで良いか。 

事務局：その通りである。 

委員：備蓄の関係であると、小学校の避難所では３００人から４００人程度の収容

を想定しており、備蓄食料については１，５００食程度しかない。そのことを市

民の方によく知ってもらいたい。実態を伝えていくことが必要である。 

会長：ありがとうございました。次に「②人口ビジョンについて」、事務局より説明

をお願いします。 

 

事務局：（説明。約１５分） 

会長：ご意見やご質問等ある方はお願いいたします。 
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委員：出生数はどのくらいが適当と考えているのか。 

事務局：現在の総合戦略においては、年間１，０００人を目標としている。 

委員：産婦人科などは足りているのか。市として受け入れられるキャパシティーを

超え、出産が阻まれているようなことはないか。インフラを整備し、不安を取り

除くことも必要と考える。 

事務局：市内には大きな産婦人科が２つあり、一定程度は充足しているものと捉え

ている。 

委員：各町会で、新生児がいる家庭に訪問も行っている。出産に関しては経済的な

こともある。空家などを活用して、安く貸すことによって、産みやすい環境を作

ることができるのではないか。出生数を増やすには、いろいろな環境を作ってあ

げることが必要と考える。 

 

会長：ありがとうございました。 

次に「③理想の“未来”の合言葉の投票について」、事務局より説明をお願いします。 

事務局：（説明。約５分） 

 （質疑なし） 

 

５ その他 

 

会長：次に次第の５「その他について」、事務局より説明をお願いします。 

 

・次回以降検討予定の文章化された基本計画のイメージを説明 

・次回日程の確認 ７/２１（火）、７/２８（火) 

   

 

６ 閉会    政策企画課長 

 
 


